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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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29日（日）＝１、３面置き去りの民間人 旧ソ連での悲劇

30
日

＝
１
、
3
面

(月）

念
じ
る
だ
け
で
操
作

現
実
に

女王が１面を飾る英国の各紙

第二次世界大戦後、
軍人ら約60万人が強制
労働を強いられた「シ
ベリア抑留」はよく知
られていますが、旧ソ
連当局に捕らえられ、
収容所などに送られた
民間人がいました。出
所後も帰国を許されな
かったケースもありま
した。彼らは、日本か

ら遠く離れ、言葉も通
じない異国の地で過酷
な人生を送ったのです。
その実態は「置き去
り」というものでした。

政府が把握している
旧ソ連での残留民間人
の資料は少なく、海外
からの日本人引き揚げ
を調べている研究者は、
戦後史の中で忘れられ

ている存在だと指摘し
ます。

戦後史を取材し続け
ている記者が札幌郊外
の墓地=写真=を訪ねた
り、残留民間人の家族
に会ったりして証言を
積み重ね、埋もれたま
まの戦後の悲劇に迫り
ます。
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ロシア人作家ウラジミー

ル・ソローキン氏が2000年
代以降に書いた近未来小説
がウクライナ侵攻で注目を
集めています。帝政の復活、
西欧からの孤立、言論弾圧
などがテーマになっている
ことから、侵攻と重ね合わ

せて読まれているそうです。
ソローキン氏の小説は現代
政治への「風刺」なのか、
それともプーチン大統領の
暴挙を言い当てた「予言」
なのか。小説の翻訳を多数
手がける岩手大の松下隆志
准教授に聞きました 。

風刺？予言？小説に重なる侵攻

30（月）、31日（火）＝外電面
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6月1日（水）＝夕刊特集ワイド面

英国のエリザベス女王
（96）が今年、即位70
年を迎え、記念行事
「プラチナ・ジュビ
リー」が６月２～５日、
ロンドンを中心に開催
されます。25歳だった
1952年に即位して以降、

王室の危機などの波乱
に見舞われながら、歩
んできた女王。その人
生は英国の戦後史を体
現しています。在位70
年間を振り返りながら、
英王室と政治や国民と
の関係などを探ります。

英国女王の歩んだ70年
埋め込み型ＢＭＩの脳波計

ソローキン氏=松下さん提供


